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一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 仲村　未央（社民・護憲） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 普天間基地の閉鎖と嘉手納統合案をめぐる知事の考えを伺う。

(1) 普天間３年閉鎖どころか、オスプレイまで配備される展開となった。知事の公約は結局、
どうなったのか。今日の考えを伺いたい。

(2) 嘉手納基地への統合、安波への基地建設などは知事の県外移設公約に相入れない。
にもかかわらず、再燃した嘉手納統合案について当初、「検討の入り口になる」と発言し
たのはなぜか。発言の真意を伺う。

(3) 嘉手納基地を抱える３自治体（沖縄市、北谷町、嘉手納町）で構成する三連協は、２万
2000人余の嘉手納爆音訴訟原告団とも連携し住民大会を開いて嘉手納統合拒否を明
確に意思表示する方向である。知事の見解を伺う。

2 高失業の要因と県の雇用政策について

(1) 一貫して全国平均を大幅に上回る高失業の要因をどう分析し、何を克服すべき課題とし
てとらえているか伺う。本県の特徴について全国との比較もあわせて示されたい（雇用形
態、転職者比率、離職理由、研修・自己啓発の有無など）。

(2) 県が推進する「グッジョブ」の定義は何か。離職率を抑えることは本県の失業率の低下に
大きな役割を果たすと考えるが、県の雇用政策の方向性を伺う。

3 指定管理者制度の問題について

(1) 指定管理している男女共同参画センターでは、県の指導のもと、雇いどめを「サービス向
上のため」としているが、疑問はないか。

(2) 実際にはだれも適用要件を満たすことができない「育児休業規定」を置いているが、何の
ために設けているのか。建前か。育児休業の取得率を伺う。

(3) 常務は県職員の天下り、プロパー不在の運営だが専門性の維持、質の向上は図られる
か。

4 農林水産業の新たな展開について

(1) 海外展開を含む新たな市場の開拓が期待される。機能性食品の開発、加工拠点の整
備、国際認証施設の整備などに重点的に投資すべきと考えるがどうか。

(2) モズク、海ブドウなど食品メーカーとの連携や学校給食を通じた全国展開の可能性につ
いて伺う（有望な農林水産物、加工品等について）。

(3) 離島の産業支援は輸送コストとあわせ、定期航空貨物便の運行が欠かせない。地域航
空会社（ＪＴＡ／ＲＡＣ）との連携を戦略的に図っていく必要があるが、政策的な位置づけ
はどうなっているか。

5 基地跡地から民有地へ搬入されたアスベスト汚染土について

(1) 発生地の北谷町、持ち込まれた沖縄市への情報提供、説明はどのように行われたか。

(2) 廃掃法における法的な事業者は防衛局か、委託業者か。

(3) 当該地域では県の環境行政下で、巨大な「ごみ山」が積み上げられ解決されていない。
二重、三重に市民の不安と怒りが大きい。県の対応は適切だったか伺う。

6 比謝川の２級河川格上げについて

(1) 国道330号より上流側の２級河川格上げについて進捗と課題、見通しを伺う。

(2) 浸水地域の解消が待たれるが２級河川への格上げで解消に向かうか。

(3) 支流・与那原川においても浸水地域を抱えているが、下流の米軍基地に阻まれ工事が
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開始できない状況である。米軍との協議、今後の事業の見通しについて伺う。

7 食材の安全確保について
　原発事故の風評被害に惑わされないためにも、安全性がどのように確保されているかを
正しく知る必要がある。

(1) 流通する食材の安全性の確保はどうなっているか。放射能検査を行う体制はどこで構築
され、実施されているのか伺う。

(2) 特に学校給食の食材の安全確保についてはどうか。全国の自治体の動向、国の対応を
伺う。本県においても何らかの体制を整える必要があるのか伺う。

8 助産師の活動拠点「沖縄県助産師母子未来センター」の整備について

(1) 母子保健の向上に期待される同センターの役割、県、市町村との連携で展開される事業
について伺う。

(2) 県地域医療再生計画における位置づけ、施設整備への基金交付、建設スケジュールに
ついて伺う。

9 我が会派の代表質問との関連について



3

一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 大城　一馬（社大・結） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 基地問題について

(1) 普天間飛行揚について

ｱ 2014年までの移設期限撤回について認識と見通しを問う。

ｲ 滑走路２本のＶ字型決定と微修正も考慮することについて見解を問う。

ｳ オスプレイ配備について見解を問う。

ｴ レビン上院軍事委員長が現行計画を非難するも、嘉手納統合案を提唱している。
知事の所見を問う。

ｵ 日米両政府の動きは普天間固定化につながる可能性が懸念される。知事の所見を問
う。

(2) 鳥島射爆撃揚の硫黄烏島への移転について

(3) 知事訪米について

ｱ 訪米時期について問う。

ｲ 目的について問う。

ｳ 歴代知事の訪米回数と予算(トータルで)と成果について問う。

2 新たな沖縄振興計画について

(1) 県要望５項目の重点事項について

ｱ 政府との協議の進捗状況について問う。

ｲ 沖縄の要望は政府に十分伝わっているとの認識か、知事の見解を問う。

(2) 大震災と政局混迷によって今後の展開をどのように認識しているか。

3 新たな公共交通導入について

(1) 鉄軌道導入調査について説明を求める。

(2) LRT(新型路面電車)の導入について問う。

4 県立郷土芸能会館(仮称)建設について

(1) 進捗状況について問う。

5 県公共工事複数同額入札問題について

(1) 調査結果の評価を問う。

(2) 制度の改善策について問う。

(3) 長崎方式導入について問う。

6 公安委員会関連について

(1) 交通安全施設の設置状況について

ｱ 信号機設置に対する住民からの要請はどのくらいあるのか。

ｲ 住民からの要請に基づいて設置した信号機の数はどのくらいあるのか。

ｳ 信号機の未設置箇所に対する今後の対応について問う。

(2) 飲酒運転と事故について

ｱ 平成22から23年(６月現在)の摘発件数と事故発生件数の説明を求める。

ｲ 二日酔い運転の実態について問う。
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ｳ 飲酒運転根絶条例制定の効果が上がっていない。今後の対策について問う。

7 中城湾港マリン・タウン・プロジｪクトについて

(1) 県所有地の利用(処分)状況について問う。

8 県道241号(南風原町)拡幅工事について

(1) 「沖縄陸軍病院南風原壕郡」と喜屋武集落を結ぶ戦争遣跡「飯あげの道」存続の声
が関係者から出ていることについて認識を問う。

9 福建省沖縄県交流事業について

(1) 交流事業の今後の計画について問う。

(2) 福建・沖縄友好会館のあり方について問う。

10 沖縄全戦没者追悼式のあり方について

(1) セキュリティーの改善について問う。

11 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 山内　末子（新政クラブ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 日米安全保障協議委員会における頭越しの「辺野古崎Ｖ字型滑走路」の建設決定。今
後、評価書への知事意見、公有水面埋立許可権者としての知事の審査という大きな役
割があるが、どのような方向性で準備が進められているか。

(2) ＭＶ22オスプレイ配備について防衛局に説明を求めているが、結果の検証と配備阻止
についてどう戦略を立てていくか。

(3) 地位協定改定について、見直しが進まない現状を今後どう打破していくのか。県民の総
意を政府にどう訴えていくのか具体策を伺う。

(4) 知事公室長訪米の成果と今後の知事訪米の計画について

2 防災対策について

(1) 東日本大震災は国民に改めて自然の脅威を実感させた。県民の防災対策についても関
心が高まっている。県の防災計画、地域の防災計画の見直しを急がなければならないと
考えるが、その計画を伺う。

(2) 現状の課題を検証し実効性のある計画を策定しなければならない。以下の詳細を「沖縄
21世紀ビジョン基本計画」に盛り込む用意があるか。

ｱ 津波対応避難場所の設置について

ｲ 災害に応じた避難誘導経路の設定について

ｳ 災害に応じた避難談練の実施について

ｴ 地域単位の防災無線の整備について

(3) 原潜の入港するホワイト・ビーチの避難訓練の実施計画について

(4) 「県石油コンビナート等総合防災訓練」について、これまでの訓練のあり方を見直し実践
的な訓練の実施が求められているが、計画を伺う。

3 東日本大震災被災者支援について

(1) 国民挙げて支援の輪が広がっているが、福島県では原発事故による放射能汚染による
不安がますます広がっている。支援の一つとして夏休み期間だけでも沖縄の太陽のも
と、思い切り遊ばせてあげたいと民泊・ホームステイの取り組みが望まれているが、対応
を伺う。

(2) 県内の避難者の現状と生活支援に対する今後の方向性について

4 再生可能エネルギーの推進について

(1) 「沖縄21世紀ビジョン基本計画」への風力発電、太陽光発電、バイオマス発電、小水力
発電等の開発、設置の反映と決意を伺う。

(2) 「発電、送電の分離」について県の方向性を伺う。

5 ハーグ条約締結について

(1) 子の返還をめぐる争いが多発する中、欧米から強く加盟を求められ、このほど閣議決定
した。国際結婚の多い本県、その影響は少なくない。課題を整理し県民理解が必要だ
が、認識を伺う。

6 住宅防音工事規定の見直しについて

(1) 嘉手納飛行場周辺、普天間飛行場周辺の爆音の被害はさらに増加しているという数字
が出ている。告示の撤廃についての県の見解を伺う。
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(2) 防音工事エリアの見直しに対する具体的な計画について

7 県有財産の処分について

(1) 旧石川保健所は、閉所から約10年経過した現在も建物が放置され、防犯、防災管理上
危険性があるため地元の不安が大きい。また、まちづくりの観点からも早急な整備が求め
られている。計画を伺う。

(2) 県内の放置(未処分)されている県有財産の状況とその処分計画について

8 観光振興について

(1) 文化観光スポーツ部として観光振興の課題と対策について
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一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 赤嶺　　昇（改革の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 普天間基地の危険除去に対する知事の取り組みを伺う。

(2) 本県の基地問題等について米政府にどのように発信したり情報を得たりしているかを伺
う。

(3) 人事や天下り等に対する知事の基本的な考え方を伺う。

(4) 県内企業優先発注・県産品活用に対する知事の考え方を伺う。

(5) 米軍基地内工事の県内企業優先発注に対する知事の取り組みを伺う。

2 福祉・医療行政について

(1) 国の保育動向に対する県の対応を伺う。

(2) 認可外保育施設の課題を伺う。

(3) 発達障害の課題を伺う。

(4) 社会福祉法人の公的役割を伺う。

(5) 県ドクターヘリの成果を伺う。

(6) 県立病院の７対１看護体制の成果を伺う。

3 観光行政について

(1) 観光産業の現状を伺う。

4 教育行政について

(1) 学校給食の県産品使用状況を伺う。

(2) 知事公約の少人数学級達成のための予算総額を伺う。

5 土木建築行政について

(1) 総合評価方式の課題と対策を伺う。

(2) 県発注の公共工事積算額は、企業積算と開きがあると聞くが現状を伺う。

(3) 建設産業支援センター設置の進捗状況を伺う。

6 新たな沖縄振興について

(1) 取り組み状況を伺う。

7 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 平良　昭一（改革の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 基地問題について

ｱ ６月21日に行われた日米安全保障協議委員会（２プラス２）に対する知事の見解を伺
う。

ｲ 追悼式で日米地位協定の抜本的見直しを日米両政府に強く訴えると強調したが、どの
ような取り組みを行っていくのか。

ｳ 訪米交渉予定はあるのか。

ｴ 安波区から浮上した基地誘致についての見解を伺う。

(2) 新たな沖縄振興法について　

ｱ 振興法制定は東日本大震災の影響が少なからずあると思うが県の姿勢を伺う。

ｲ 振興一括交付金に対する各市町村枠はあるのか。

(3) 沖縄自動車道有料化について

ｱ 国土交通省、ＮＥＸＣＯ西日本との交渉経緯について伺いたい。

ｲ 料金設定の根拠について伺いたい。

2 土木建築行政について

(1) 最低制限価格と同額の入札問題について

ｱ 身内調査と言われており、県民納得の域からかけ離れている。これで調査は終了なの
か。

(2) 契約履行保証（ボンド）制度で基地内工事を本土大手ゼネコンが落札する事例が相次
ぎ、県内業者の受注は事実上不可能な状態だが、県の対応策について伺う。

3 農林水産行政について

(1) 松くい虫対策について

ｱ 県の今後の対応策について伺う。

ｲ 米軍基地内の松くい虫防除対策はどうなっているか。

(2) ヤギ生産の取り組みについて

ｱ ブランド化事業について伺う。

ｲ ヤギサミットについて伺う。

(3) 農作物のカラス対策について

4 福祉医療行政について

(1) 北部病院産婦人科完全再開に向けた取り組みについて伺う。

(2) ドクターヘリＭＥＳＨに対する県の取り組みについて伺う。

(3) Ｏ111対策について伺う。

(4) 地方公共団体の墓地経営の現状と課題について伺う。

5 教育行政について

(1) 県立高等学校における車両の維持管理費の問題について

ｱ 使用車両を県所有にできないか。
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ｲ 税軽減はできないか。

(2) 県内小学生の県外修学旅行について
　１泊、県内のみの規定があるというが、県の考え方を聞きたい。

(3) 県立高校生徒会長選挙への投票機材貸し出しで若年層の投票率アップが成果として出
ているようだ。考え方を聞きたい。

6 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 玉城　　満（改革の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 文化観光スポーツ政策について

(1) 文化観光スポーツ部長の所信を伺う。

(2) 県立郷土劇場のあり方について

ｱ 進捗について伺う。

ｲ 劇場のハードとソフトのバランスについて伺う。

(3) 文化振興基本条例について

ｱ 条例の必要性、重要性についての認識を伺う。

ｲ 執行部に条例のプロジェクト機関が必要不可欠と考えるが知事の見解を伺う。

(4) 組踊について

ｱ ユネスコ認定を受けた後の具体的対応を伺う。

ｲ 世界ツアーを企画することが第一と考えるが知事の見解を伺う。

(5) 県立芸大について

ｱ アートマネジメント及び文化行政のカリキュラム拡充が必要と考えるが県の見解を伺う。

ｲ 卒業生の就職率について伺う。

(6) 文化・観光・スポーツの関連事業について

ｱ スポーツツーリズムについて伺う。

ｲ 琉球フェスティバル・琉球の風等、県外イベントへの対応について伺う。

ｳ 県内の祭りや音楽祭、演劇祭は今後観光とのさらなるタイアップが必要と考えられるが
その対応について伺う。

(7) フィルムオフィスの今後の取り組みについて伺う。

2 環境政策について

(1) サンゴの移植事業について伺う。

(2) 産官学による協議会の新設が望まれるが県の見解を伺う。

3 教育関係について

(1) 義務教育における沖縄学（歴史・文化・音楽）の導入について伺う。

4 交通政策について

(1) 県内自治体のＬＲＴ導入に対する県の対応について伺う。

(2) 沖縄自動車道におけるバス・タクシー･トラック等営業車両の無料化が必要と考えるが県
の対応を伺う。

5 土木建築関係について

(1) 東部海浜開発事業について

ｱ 泡瀬埋め立て事業の進捗について伺う。

ｲ 自然共生型事業として位置づけてはどうか県の見解を伺う。

(2) 米軍発注工事におけるボンド問題への県の取り組みについて伺う。

6 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成23年第5回沖縄県議会(定例会)

07月05 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 照屋　守之（自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 「第28回宇宙技術および科学の国際シンポジウム」沖縄県開催について

(1) 国際シンポジウムの概要及び研究者の参加と発表論文について

(2) 沖縄県主催の関連イベントと参加状況について

2 沖縄新法及び新たな振興計画の見通しについて

(1) 平成24年度の概算要求が迫ってきており、新法制定や予算づけのめどは。

(2) 政権政党民主党が政府に対して沖縄県の要望する一括交付金を強く要求するとともに、
菅総理大臣も実現に強い意欲を示している。沖縄県が地域主権の先駆けとなる一括交
付金のめどは。

3 沖縄県の防災対策について

(1) 東日本大震災・地震と津波後の沖縄県の防災計画の現状と見通しについて

4 沖縄県の健康長寿県の確立に向けて

(1) 健康長寿県ナンバーワン復活の対策を伺う。

(2) 生活習慣病対策は国を挙げての課題であり、歯科保健が全身的な健康状態改善に大き
く関与することは明らかである。この認識と対策は。

(3) 県民の歯、口の疾患有病率は高く、全国水準に比べ劣悪な状況である虫歯の現状は、
幼稚園児、小学生、特に12歳の虫歯は全国最下位である。この認識と対策は。

(4) 歯科疾患の地域格差、成人に対する歯周病対策、妊産婦、要介護高齢者及び障害者
に対する歯科保健対策は急を要する。見解を伺う。

5 我が党の代表質問との関連について


